
平成２８年度 八代市立博物館未来の森ミュージアム 活動記録  

 

◆特別展覧会活動（特別展示室・第２常設展示室） 

（１）春季特別展覧会「円山応挙―京都相国寺と金閣・銀閣の名宝展ふたたび―」 

会 期 平成 28 年 4 月 15 日（金）～6月 5日（日）  

※熊本地震により開催中止 

（２）夏季特別展覧会「行ってみよう！江戸時代 ―八代の町と村―」 

会 期 平成 28 年 7 月 15 日(金)～9 月 4 日(日)  開催日数 44日間（台風により 1日臨時休館） 

入館者 3,623 名 

（３）秋季特別展覧会「写真家・麦島勝の世界 ―ただ、ひたすら、撮り続けた―」 

会 期 平成 28 年 10 月 21 日(金)～12 月 4日(日) 開催日数 39日間 

入館者 4,328 名 

（４）冬季特別展覧会「笠鉾大解剖２ ―これぞ町印！本町本蝶蕪―」 

会 期 平成 29 年 2 月 3日（金）～3月 20日（月・祝） 開催日数 40 日間 

入館者 2,663 名 

 

◆常設展示活動（第１常設展示室・第２常設展示室） 

第１常設展示室（各コーナーを 2～5期に分け展示替） 

 考古（再発見！八代の古墳、弥生時代の集落、古代の八代～文字の世界、祈りのカタチ）／八

代城（瓦からわかる麦島城・八代城）／妙見祭（妙見祭の絵馬、妙見祭の飾馬、笠鉾のヒミツ）

／古文書を読む（釈迦院の古文書、古文書をのこす、加藤清正の手紙、古文書が語る加藤正方、

西山宗因の世界）／信仰のかたち（八代の仏像・仏具）／八代の工芸（染韋）／くまもとの金

工（釘谷洞石の世界、肥後鐔の魅力）／八代焼（飲食の器、象嵌の技法、茶道具、香炉と文房

具）／和紙（八代の御用紙漉き、切組灯籠、広重の絵封筒、和紙作りの道具、千代紙）／民俗

（坂本木々子の七夕綱）／むかしの道具／米作りの道具～お米はどうやってできるの？ 

第２常設展示室（松井文庫所蔵品常設展示） 

・能面・能装束          6 月 7日（火）～7月 24日（日） 

・描かれた動物たち    7 月 26 日（火）～9月 11 日（日） 

・松井家の江戸参府        9 月 13 日（火）～10月 16 日（日） 

・屏風絵の世界          12 月 6 日（火）～1月 22日（日） 

・お姫さまの婚礼道具       1 月 24 日（火）～3月 12日（日） 

 

◆企画展示活動（第２常設展示室） 

  ・「肥後の近世絵画名品展～矢野雪叟から福田太華まで」 5月 17 日（火）～6月 5日（日）  

  ・「近年の寄贈・寄託品による新収蔵品展」  平成 29年 3月 14 日（火）～4月 16日（日）  

 

 

 



◆講座・講演会活動 

日 時 内 容 講 師 参加者 

5 月 22 日(日) 
博物館友の会講演会「熊本地震から見た八代

の歴史」 

鳥津亮二（本館学芸

係長） 
118 人 

7 月 23 日(土) 夏季展講演会「そうだったのか！江戸時代」 
林千寿（本館学芸

員） 
135 人 

8 月 6日(土) 
子ども体験講座「大福帳（昔のメモ帳）を

つくろう！」 
本館学芸員 17 人 

10 月 29 日(土) 秋季展講演会「麦島ワールドと団塊の世代」 前山光則氏（作家） 77 人 

11 月 5 日(土) 
秋季展講演会「麦島写真はナゼ人の心を魅

了するのか」 

石原浩（本館学芸

員） 
38 人 

12 月 3 日（土） 
第 5 回やつしろ連歌会（共催博物館友の

会・熊本県近代文学館） 
本館学芸員ほか 40 人 

2 月 12 日（日） 
冬季展講演会「ユネスコ無形文化遺産登録 山・鉾・屋台行事の

中の八代の笠鉾―本町本蝶蕪を中心に―」 

早瀬輝美（本館学芸

員） 
50 人 

2 月 26 日（日） 
特別歴史講演会「江戸時代における熊本・

八代の法度と犯罪」 

安高啓明氏（熊大文

学部准教授） 
55 人 

11 月 14 日(土) 
こども講座「弥生人に挑戦!古代のスーパー

テクノロジー小銅鐸作り」 

西山由美子(市文化

振興課) 
29 人 

6 月～10 月 

（全 6回） 

連続講座「熱血！妙見塾～ユネスコ無形文

化遺産登録を前に妙見祭について知ってお

こう～」（友の会共催） 

早瀬輝美（本館学芸

員） 

延べ 

193 名 

10 月～12月 

（全 6回） 
古文書講座（初級編） 

林千寿（本館学芸

員） 

延べ 

211 人 

通年（11回） 古文書講座（上級編） 
蓑田勝彦氏（八代古

文書の会） 

延べ 

140 人 

その他 外部への講師派遣 計 24回 本館学芸員 
延べ 

1,138 人 

 

◆主な調査事業 

松井文庫所蔵古文書調査事業（平成 6年度～ 23 年目） 

・調書の作成と修理 平成 28年 11 月 7日（月）～11月 11 日（金） 282 通 

調査指導 元 北九州市立いのちのたび博物館歴史課長 永尾正剛 

調査協力 川口恭子（永青文庫研究センター）、熊本県立美術館、福岡市教育委員会、熊本県立図

書館、北九州市立いのちのたび博物館、肥後銀行ギャラリーなど 

・写真撮影（1月～3月） 282 通        ・解読   約 150 通 

 

麦島勝撮影写真デジタルアーカイブ事業（ふるさと八代元気づくり応援基金活用事業） 

  写真家麦島勝氏撮影の写真作品（プリント）約 4,000 点について、平成 27年度より 3年計画でデジ

タルデータ化と資料情報の調査・整理を行う。本年度は 1,300 点の調査及び写真整理を実施。 

 

◆博物館施設整備事業  展示室ガラス割替工事と高圧受配電設更新作業 

 

◆入館状況 

 開館日数  260 日（熊本地震により平成 28年 4 月 15 日（金）～5月 16 日（月）まで臨時休館） 

  入館者総数 24,801 人（有料入館者 6,119 人/小中学生 5,311 人/無料入館者 18,682 人） 


